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北海逍立美術館

学芸貝研究協議会

綺翌砂

国えの小叫

1
 

「研究」小考 ① 

・「研究は英術館踏活勁のコア（核）であろ」

などといったら、 「何をいまさら」と白けた顔

をされるかもしれない。でも、やはりそうなの

である． ．研究”と聞けばすぐ、 「紀要」の論

文とか、展究会カクログのテキスト、研究大会

での発表などを迷想すろであろうが、美術詑に

〈白いキャンバス〉

ー

とってそれだけが研究の成果としてあっかわれ

ろのではない。四査・研究なくして、その英術

鈍の体系的な収集は成り立たず、また、この研

究と収梨・保存の 2要紫が芯となってこそ、そ

の成果を展示を中心とした教育普及というかた

ちによって、社会に迫元することが可能となろ

。つまり、日頃の美術詑の応活動すぺてに研究

の成果はあらわれる、といってし沿言ではない

のである．

ところで、この“研究＂をめぐって、同じ「

阻物館Jでありながら設立の埋旨が大きく異な
る事例がある。国立民族学切物館（民関）であ

る。ここは研究を主体とした関物詑である。と、

いうよりも、因立大学共同利用扱関に位固づけ

られた国立の大型研究所店のひとつである、と

いったほうが判りよい。いや、もっと判りやす

・くいえば、市民への知的サービス槻能をあわせ・

もった研究裁関である。学芸屈といった誼柚は

なく、大学ではないのになぜか孜授、肋孜1交、
肋手といった孜官制である。彼らの第一任窃は

、いうまで bなく研究である。研究テーマは民
族学、文化人類学に関するものであれば自由。

美術詑でいえば、美学、英術史にあたるが関物

館学はない。そして、窃査があるとはいえ、個

々が希望する研究テーマは毎年予算化されろ。

設備も十分に笠っていろ。教官ではあるが、大

学の教官とはちがい訊殺の義務はない。 「学部

は労臥者、研究所は只族」とやっかまれるよう

に、毎日を好きな研究に没頭できるとは、だれ

の目からみて bうらやましい限りである。 「金
もなく、なによりも時間がない我々とは姦泥の

差だ」と怯さんは思われるだろう。

しかし、英惰はそれほど甘くない、と同詑々

長、梅平忠夫氏はその密沼「研究経宮：a」のな
かでいっている．それによると、少々の研究実

祖があがったところで、恵まれた哀JJ1のなかに
あってそれはあたりまえ、ましてや実印がうま

れてこないともなると、いったい何をやってい

るのだ、と強烈な批判の；；；がISl[lilからあがって
くろのである。 「とくに、比改的わかい牧官踏

君に貶毀する。わさ目 bふらずに勉強せよ」と

いう氏の言葉には、激励の＂人をはるかに越えた

殴しい閤きがある。どこの世界もはたでみるほ

ど甘くはないのた。 (E(） （鈴木正実）

・マ知事の公約「新しい北海道の創造」のなか

に逍立美術館に閲述した内容があろ。①写瓦

芸術など特色ある美術舵の設辺②姦金方式の

匂入による収蔵作品の計画的充実③ハイピジ

ョンの活用や海外の英術館との姉妹提

携などによる内外のネットワークの強

化④設と子が共に音楽や美術を皮棠す

る殺会の増加や目の見えない人も楽しむこと

ができる「手で見る美術館」の開催など、幼

いときから文化に殺しめる哀境づくりの推進

発信

ー以上、いずれ b大きいプロジェクトばかり

で、実質的・な計画の段階から学芸員が専門的‘

事項で閲与していくことになろう。マ今年度

の作品収梨笈が昨年度比 2千万増の 1億 5千

万円となった。帯広美術館分を引くと冥瞑 1

千万円の増研となろ．マ釧路市教育委

・受信風会社会教育センターの村山史歩学芸

員がこの 7月1日から 12月末までの
6ヶ月館、近代英術陀で長期実務研係をおこ

なうこととなった。アかねてからの正！案であ

った旭川英術館の常設展示室の設計政が計J:
された。来年度中に開設の予定。

周知のように“道芙学芸!iJI.が昨年洒れに発
足した。発足しては1もないとはいえ、具体的な

活勁実訊がまだ何もないのはいささかさびしい

。とにかくできることから手をつけていかなく

ては、という父tf,'j らから、このたびの会柑発 ・1••Il

とあいなった。このコラムのタイトルは（談f合

〕と Ufいて（だんわ〕と説むのだそうだ。会報

紺集にあたろ鈴木参・11［の言であろ。要は、英術

館人による英術館を考えるリレーエッセイ、と

私はとらえている。そこで一言。この会報自体

が今まさに始まったばかりで、その意味では“•
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□4月帯広美術館に癖任して、はや 3ヶ月が過・
ぎ去ろうとしています。緑ヶ岡公関の中、少人、

数の戦場で、アットホームな穿囲気であり、恵

まれた斑墳にあると思います。また、開詑へ向 ．

けて活気でいっばいです。私にとって学芸員の

仕平は全く未知な世界であるため、本当にとま・

どうことばかりですが、何しかしすぺてが勉油

、じっくりと膝をすえて{.l:.11［に励みます。今、
新たな第一歩を培み出したばかりです。学芸鼠 ．

として、常に自分の仕事に感動と喜びが持てた ．，

らすばらしいことだと思います。しつかり頑張

ってゆきますので1が1沿方よろしくお珈いr11し上
げます。 （光揺lさ店治）
〇学芸且になって 3ヶ月の心没、というのは、

•今までそうした感慨にふけるいとまもなかった
私にと ・っては、いささか面食らう言葉である。

本当に、この 3ヶ月は恐るぺきスピードで過ぎ

ていった。休みなく猛烈な努いで回り続ける美

術館の歯取に、必死でしがみついていた私であ

•る。それにしても、先猿学芸員の方々の弥籾な

体力とrm神力には、ひたすら頭の下がる思いで｀
ある。同時に、自らの未熟さを思い知らされる

日々でもあった。今後は、自分の個性を生かし

つつ、常に喜びと充実感をもつて仕lFができる
ようなペースづくりとチームワ ークを大切にし

て、微力ながら美術陀の発屈に寄与したいと思

．つ。 （浪川亘紀）

白いキャンパス＂にたとえていいということだ

。どんな絵画につくりあげろかは、これからの

描き手しだいなのである。で、ひとつの提案だ

が、このコラムでもいいし、またそのほか会煎

のどこでもいいから、 21世紀には北海道の美

術館はこういうふうになつている 、という未米

位を、各人が自巾にこのキャンパスにi[iiくこと
にしてはどうだろう。自分たちの未来像を自分

巡が拙く。美術館の世界 b、もう 9也力依存では
新たな展毀など望むぺくもない。会報のイメー

ジは、むろん楽しく柔らかいものであってほし

い。が、そのなかにも学芸員としての問踊意団

の部分は、やはり欠落させたくない、と私は思

う。 （奥岡茂俎）

口私が学芸員として赴任して、ほぼ 3ヶ月がた

った。その間、自らの仕事を通じて、また先猿

学芸員の仕事を見て、学芸員という慌梱が如何

に多岐にわたる内容を担っているかを実感した

。外から見ていても、実習でもとうてい経験で

きないことばかりで、まさに手探りの状隅で過

ぎた 3ヶ月であった。私にとって、それは研怯

期は］のようなものであったといえる。もちろん

、まだまだ知らないこと b多く、このような状
煕はしばらく続いていくことだろう。これらの

経験を今後に生かし、一日でもはやく自分が「

学芸員である」といえるよう日々の仕事に取り

紐んでいきたいと考えている。 （大下智ー）

裟：怒詑冗．．．甜．裟恣

<lどうにか会報第一号の発行にこぎつけた。

慣れぬワ ープロ囮巣のくせに詑に足など付

けてる余裕などないが、組渠後記ゆえチョ

ット（一寸）だけ 0 <l会親のイメージのみ

ならず、 「談桧」梱の趣旨までズパリと指

摘してくれた会長にまず感利！学芸員だけ

でなく、美術館人であればどなたでも歎迎

ニ美術館を考えるリレーエッセイ ーに一言

を。 <l“美術館の歯車に必死でしがみつい

て”とは、瓦に実感のこもった言菜。新人

の頃は、だれしも“未知の世界＂を・手探

り＂で歩むが如し。いずれ光明 bみえる。

<]この号への批評を乞う。一寸だけでもい

い、それを励みに隔月で発行したい。 (h)


